
 全体ミーティング：年間6回程度。研究者、行政および住民が参加者に現状や興味を伝える場 
 コア・グループ活動：共通する課題やキーワードに興味ある方々が自由に議論、活動する場 
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環境まちづくりプロジェクト 
(教授・竹原幸生, takehara@civileng.kindai.ac.jp ,教授・久隆浩, hisa@socio.kindai.ac.jp)  

 
 このプロジェクトには、近畿大学の10学部から40人以上の研究者が参加
しています。そして、学問分野や国境の境界なく、居住者、行政、そして研
究者の視点から未来の“まちづくり”を議論しています。あなたも参加しま
せんか？ 
1. 多様な生活環境が抱える課題とそれに関する人文、科学分野の研究

課題の抽出 
2.  “環境まちづくり”に向けた研究者と地域住民の相互協力関係の構築 
3.  新しい“環境まちづくり”に向けた研究者と地域住民の協働 
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